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１．はじめに 
研究背景・目的

住宅は近代以前、冠婚葬祭などの行事が行われ、地縁コミュニティ

に開かれた場としても利用されていた。しかし、近代以降はプライベ

ート空間の性質が強く閉鎖的な空間となっていくことにより、コミ

ュニティの希薄化が問題になった。これに対して、趣味を通じて他者

を自宅に招き合い住宅内で交流する稀有な組織が確認されている。

泉北ニュータウンを中心に活動するグループ・スコーレは、組織とし

て複数人が住宅を開き合い、趣味を互いに教え合いながら共に楽し

む講座活動を行っている自治組織で、地縁や血縁型とは異なる独自

のコミュニティが築かれている。講座活動はコロナの影響による大

阪府下での緊急事態宣言発令時期を除いて継続して行われ、今年で

年を迎える。このような行政に頼らない自治活動は私有空間を利

用したコミュニティの形成や場づくりの手法、それらの活動の持続

において新たな可能性を持つ。さらに、住宅を開き合う活動は、持続

的な住空間の維持活動や空き家化の抑止などにも繋がり、空き家問

題に対して、新たな知見をもたらす可能性がある。

このように私有空間である住宅を用いてコミュニティの場づくり

を行う住み開き の事例は、近年、全国各地で確認されているが、多

くは一拠点かつ一時的な活動である。また、世田谷区の一般財団法人

世田谷トラストまちづくり「地域共生のいえづくり支援事業」 （以

下「トラまち」）では、住宅を用いて地域の場づくりを行うために専

門家派遣など行政による技術的支援が行われ、世田谷区内で複数拠

点の展開と活動の継続がなされている。また、トラまちを対象に事業

の運用 や管理運営の実態 、場を継続させる運営手法 、場の特

性 など様々な視点から研究が進められている。しかし、公的組織に

よる公共空間の整備や事業の推進及びしくみづくりは、多様化する

ニーズに対して柔軟かつ即時的に対応することが困難である。その

ため、行政による活動を補完する意味でも自治組織による活動の展

開が求められる。

そこで、本研究は住宅を開き合う自治組織のグループ・スコーレを

対象に、組織開設や運営の実態と利用者の実態および組織活動の評

価、さらに活動による住意識の変化を把握することを目的とする。組

織の運営側・利用側それぞれの視点から組織の実態を把握すること

で組織活動のメカニズムを明らかにし、自治組織の運営における要

点を考察する。なお、利用実態は自宅開放者と非開放者を比較して考

察することで、自治組織として住宅を開き合う活動の可能性や運用

時の基礎的知見を得る。

調査対象「グループ・スコーレ」の概要

調査対象の概要を表 に示す。グループ・スコーレは 年に発

足した平均年齢 歳のシニア世代による組織である。主な活動で

ある講座は 講座存在し、会員 名のうち 名が自宅を開放し

ている。会員は、堺市南区を中心に大阪府下で広域的に分布しており、

持家の戸建住宅が多い一方で分譲の集合住宅も一部みられる（図 ）。

調査概要・研究方法

まず、組織開設から運営の実態を把握するため、組織独自の周年

誌 を用いた文献調査と開設者であり理事長である 氏に対してヒ
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表 調査対象「グループ・スコーレ」の概要

図 堺市南区周辺の会員分布図
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アリング調査を行った。次に、利用実態と組織活動の評価、住宅へ

の影響を把握するため、全会員を対象にアンケート調査（回収率：

％）を行った 表 。これらの結果から、組織活動のメカニズ

ムについて考察する。

２．組織運営の特性

組織の開設経緯

理事長である 氏は、自宅で行う学習塾を 歳でやめて以降、し

なければいけないことが何もない状況に生きがいを失った。そんな

中、運営の主要メンバーである 氏を含む友人たちを家に招いて料

理を振舞っていた時の雑談から、自宅に招き合い趣味を共に楽しむ

活動を組織化するアイデアが生まれ、グループ・スコーレが発足した

（表 ）。老後生活の中で自宅に招き合いお茶を飲みながら世間話

を行い、趣味を楽しむ活動の継続を図るために組織化に至ったこと

がわかる。

組織開設から運営における思い

理事長 氏は、お金が絡まないボランティアへの興味と生活にお

けるコミュニケーションの重要性に意識があり、開設当初から行政

に頼らず、互いに助け合う生活を意識した。また、本音の言い合える

平等な関係性を築くことを目指して組織運営に取り組んだ 表 。

運営体制

運営体制は、理事長と数人の役員が集まる役員会で組織運営に関

する様々なことが議論され、講座の開講者が集まるリーダー会での

議論を経て実施される。リーダー会では、役員会で検討された議論の

決定がなされる他、組織内イベントの報告、収益及び還元金額など毎

月の組織活動に関する様々なことが共有される。なお、この体制は発

足当初から変わらずに継続して行われている 図 。

講座活動

講座は、開講者の自宅に参加者が集まり次第開講され、講座後には

お茶をして自由に雑談や世間話をする時間（以下「お茶タイム」）が

設けられている（図 ）。なお、参加時にはお茶代として 円を開

講者に支払い、講座開始からお茶タイム、解散までの準備や片付けは

参加者全員で行う。また、複数講座があるためメンバー間で互いに教

え合う関係になっている。自宅開放の流れは、組織入会時に趣味趣向

などの基礎情報を記入するアンケートと講座参加中のふるまいを観

察し、講座の開講ができそうな人に理事長の 氏が声をかけて開講

を促す。断る人も多いが趣味を習得するのではなく楽しむことが目

的であることを伝えている（表 ）。

組織の変遷

会員数と講座数、収益金額の変遷、独自のしくみの発生時期を示し

た組織の変遷を図 に、独自のしくみの概要を表 に示す。

まず発足から ～ 年目には、組織活動における基本的な５つの約

束の「じちこぷち」と「紹介制の入会」が作られ、価値観を共有した

組織づくりが行われた。また、組織に関する情報共有と同時に個々の

主体性を促す「スコーレ通信」や生活圏内での交流を行い、日常的な

助け合いを促す「地域お助けマンくらぶ」のしくみが作られた。

～ 年目には健康的な老後生活を促す「がん検診」、講座の参加

を助ける「車の乗合」が作られ、年に１度開催されるバザーの収益金

額は 万円前後を保っている。また、会員数は年々増加傾向にあり

年目にピークを迎えるが、それ以降は減少傾向にある。講座数も

同様に年々増加傾向にあるが、 ～ 年目まで停滞する。

～ 年目には、講座の際に作りすぎた料理や農作物を売買して

組織の資金とする「事前販売」を始めたことをきっかけに収益は増加

傾向にあり、翌年以降は 万前後を保っている。また、資金の増加

に伴いメンバーへの還元と講座の参加や外出を促す「ポイントカー

ド」がつくられた。さらに、講座数も 年目以降は増加傾向にある。

年目には、講座毎で「事前販売」実施の声かけを始めてから収

益はさらに増加し、 年目以降は 万円前後を保っている。また、

それに伴って「ポイントカード」の還元金額の上昇や「 スコー

レ講座共通券」が作られた。

以上より、 ～ 年目には組織活動における土台づくりが行われ、

～ 年目には活動を持続させるしくみづくりを行いながらも会員

数および講座数が停滞したが、 年目以降の収益金を生み出すしく

みをきっかけに講座数と収益金が増加した。

小結

グループ・スコーレは老後の健康的な生活を理念として、楽しむこ

表 ヒアリング結果

図 運営体制

図 講座中とお茶タイムの風景（筆者撮影）

表 調査の概要
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とと平等な関係であること、共に助け合うことを大切にしている。ま

た、それらの実現を目指して、発足時期から以下に示す ～ の目

的を持った組織の体制やしくみが作られていた。そして、活動を継続

する中で ～ が作られた。特に、 ～ のしくみが、講座数と

収益金を増加させて組織活動を活発にさせている。

【民主的な組織体制】…「リーダー会」

【日常的な助け合い】…「地域お助けマンくらぶ」

【趣味を通じた交流】…「自宅開放」「お茶タイム」

【自宅開放における負担感の共有】…「 講座 円」、

「全員で準備・片付け」、

「複数講座で教え合い」

【自宅開放者の選出】…「理事長の声かけ」

【価値観を共有した組織づくり】…「じちこぷち」「紹介制の入会」

【活動参加の補助】…「車の乗合」

【資金の確保】…「事前販売」

【参加者に対する主体性の刺激】…「スコーレ通信」、

「事前販売実施の声かけ」

【互助活動の還元と活動の促進】…「ポイントカード」、

「 スコーレ講座共通券」

３．自宅開放の有無からみる利用者の実態と組織活動の評価 
講座の参加理由の変化

講座の参加理由を図 に示す。まず、入会前後において両者とも

「楽しいから（楽しそうだから）」が最も多く、楽しさを求めて参加

している人が大半である。また、開放者･非開放者とも「友人もやっ図 講座の参加理由の変化

表 組織独自のしくみ

図 組織の変遷（会員数と講座数、収益金額の変遷、独自のしくみの発生時期）
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ているから」や「メンバーに誘われたから」の参加理由が入会前後で

減少しており、講座参加を通じて主体性の向上がうかがえる。

一方で、「共に助け合う生活に共感するから」や「人とのためにな

りたいから」は、入会前後で両者とも増加する傾向にあるが、非開放

者に比べて開放者は増加率が大きい。また、自宅開放者は講座開講時

に「楽しいから（楽しそうだから）」だけではなく「人の為になりた

いから」も多く、互助の意識は自宅開放との関係がみられる。

組織活動に対する評価

組織活動に対する評価を図 に示す。まず、「『車の乗合』によって

共に助け合う意識が生まれている」「『スコーレ通信』は情報共有のし

くみとして有効である」「『車の乗合』は移動補助の手段として有効で

ある」「自由参加なので負担を感じにくい」「『ポイントカード』は外

出を促すしくみとして有効である」が、開放者･非開放者で差がなく

高い評価（ 以上かつ± 注 ）を得ており、講座活動と「車

の乗合」「スコーレ通信」「ポイントカード」のしくみは立場に限らず

評価されている。また、「支出に対する還元率が高くて満足である」

「他団体と比べて参加費が安価で好ましい」「紹介制によるメンバー

の入会は安心できる」は両者とも項目の中で最も高い評価を得てお

り、組織づくりと安価な参加費、還元のしくみは円滑な組織運営に有

効である。

一方、立場で異なるものとして「役員会やリーダー会は情報共有の

しくみとして有効である」「『じちこぷち』は自治のルールとして有効

である」「役員会やリーダー会は自由に発言できる場である」「独自の

イベントやしくみに愛着がある」は自宅開放者が高い一方で非開放

者は低い評価（ 以上かつ± 以上）であり、組織活動の経

験やしくみの理解度に差がある。さらに、「上下のない対等な関係性

である」「『お茶タイム』は自由に発言できる場である」「はじめて参

加する講座でもリラックスできる」「知人友人を紹介しやすい雰囲気

である」でも同様な差（ ～ ）があり、場の雰囲気の享受の仕

方が異なる。

両者とも比較的評価の低いもの（共に 以下）としては「様々

なイベントを積極的に企画できる雰囲気である」があり、民主的な組

織体制が課題である。また、「自宅の開放が低頻度なので負担を感じ

にくい」も低く、自宅開放が負担であることは互いに理解している。

コミュニケーション頻度からみる自宅開放者の属性

入会前後、コロナ自粛期間中、現在におけるスコーレメンバーとそ

れ以外の来客頻度を図 に示す。自宅開放者は非開放者に比べて若

干頻度が高いことから、元々、比較的アクティブな人が自宅開放をし

ていると考えられる。また、自宅開放者における「現在」の来客が、

「それ以外」ではコロナの影響で減少する一方、「スコーレメンバー」

ではほとんど変化しない。自宅開放によるコミュニティは、パンデミ

ックのような非常事態においても交流を維持する強さを備える。

小結

まず参加者の大半は楽しさを求めて講座に参加しており、講座に

参加することで主体性と互助意識を抱く傾向にある。これは、様々な

組織のしくみの中でも、「紹介制の入会」が講座参加者に安心感をも

たらし、自由参加の講座活動や安価な参加費と還元のしくみ、「車の

乗合」「スコーレ通信」「ポイントカード」のしくみが講座の参加を促

している。さらに、自宅開放による負担の大きさの理解が、講座参加

者の主体性や互助意識を抱かせている。また、自宅開放はパンデミッ

クの影響なくコミュニケーションと拠点性を維持させている。

一方で、平等な関係を生み出して共に助け合うためには、「じちこ

ぷち」等の組織活動に対する理解度や「リーダー会」による経験値の

違い、講座中の「お茶タイム」による場の雰囲気の感じ方の差を改善

図 組織活動の評価 注 図 対象者別の来客頻度の変化
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することが必要である。

４．住意識の変化

住環境整備の変化

自宅の手入れ（掃除や模様替え等）理由の変化を図 に示す。両者

とも入会後に「他者の住環境に刺激を受けたから」が増加しており、

住宅を開く活動が参加者に刺激を与え、自宅の手入れを促している。

また、自宅開放者は入会後に「来客の頻度が高いから」が増加してい

た。さらに、図 の入会前後で変化したことの比較では「自宅の掃除

や片付け、模様替えをする頻度が増えた」等に対して、自宅開放者の

ポイントの方が高い。以上より、自宅開放が他者の来客頻度を増加さ

せることで自宅の手入れの機会を増加させている。

空き室活用の効果

空き室の利用方法の変化を図 に示す。まず、組織活動参加の効

果としては入会前後において両者ともに「使用していた時のまま放

置」が減少し、「趣味の場」が増加していることから、趣味を通じた

空き室活用の動きが生まれていることがわかる。一方で、自宅開放者

は入会後に「趣味の場」が大幅に増加しており、自宅開放をきっかけ

に趣味を通じた空き室の活用が促進している。また、両者とも日常の

生活空間の一部である「居間」や「寝室」がわずかに増加しているこ

とから、住宅を開く活動によって自宅の柔軟な使い方が展開されて

いる可能性もみられた。

住空間の捉え方の変化

自宅の捉え方の変化を図 に示す。まず入会前後の変化として、

両者とも「趣味の場」や「交流の場」「おもてなしの場」が増加して

おり、住空間の捉え方が変化している。さらに、「終の棲家」の増加

も見られ、組織活動を通して住宅への愛着や住まい続けることの意

欲が生まれていることがわかった。しかし、自宅開放者の方が比較的、

入会前後で増加量が大きく、空き室活用と同様に自宅の開放が住空

間の捉え方の変化を起こしやすいことも確認できた。

自宅の改修理由

入会後に自宅改修した人の改修理由を図 に示す。まず、「設備

や内装材、外装材等が劣化したから」「きれいにしたいから」「自分好

みの家（部屋）にしたいから」「生活上、不便だから」「居住人数が変

化したから」では、両者とも同様の結果となり、経年劣化や身体及び

家庭環境の変化が影響で自宅改修を行っている。一方で、自宅開放者

のみ「来客の頻度が高まったから」「他者の住環境に刺激を受けたか

ら」による理由が確認できた。つまり、少数ではあるが、自宅の開放

が改修のきっかけの一つになっている。

小結

趣味を通じて住宅を開く活動は他者の住環境に触れ、参加者に刺

激を与えることで①住環境の整備、②空きストック活用、③住空間に

対する意識の変化を促している。また、自宅開放者は住宅を開き合う

活動が互いに刺激を与え合うことで①～③のさらなる促進と共に④

自宅改修にもつながっている。

 
５．結論 

本研究は自治組織として住宅を開き合う活動を行うグループ・ス

コーレを対象に開設から運営の実態と利用実態、さらに活動が及ぼ

す住意識の変化を明らかにした。以下では、当組織活動のメカニズム

図 空き室利用の変化

図 自宅の捉え方の変化

図 抵抗感と住環境整備の変化 注

図 住環境整備における理由の変化

図 自宅の改修理由 
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を踏まえて、自治組織の運営における要点と自治組織として住宅を

開き合う活動の効果と可能性を考察する。

自治組織の運営における要点

グループ・スコーレの組織運営と利用実態の関係を図 に示す。

自治組織を運営するにあたって、共に助け合うこと、楽しむこと、平

等な関係性の つの価値観の共有を目指して、組織体制を築き、様々

なしくみを生み出すことが重要である。そして、組織体制やしくみづ

くりの際には、活動に参加して交流する中で自然と刺激を感じるよ

う、巧妙につくることが求められる。中でも、発足以降の早い段階で

は図 に示す ～ を進めることで前向きな活動の参加を促しな

がら価値観を共有した活動基盤の形成が可能となる。活動の参加を

促すために も重要である。さらに、共有する価値観の意識を高め

るためには、 を進めながら を行い、楽しみを求めている参加者

の活動を活発にさせる。それと同時に を引き起して収益金の増加

と共に還元量を増加させ、さらなる活動の展開を生む必要がある。

自治組織として住宅を開き合う活動の効果と可能性

住宅を開く活動は、他者の住環境に触れることが刺激になり、参加

者の住環境整備や空き室の有効利用の機会を生み出し、自宅への愛

着や住まい続ける意欲が湧く。さらに、自宅開放者はそれらの促進と

自宅改修の機会をつくる。このような自宅の維持管理や住みこなし、

住み手意識の変化は、高齢期においても持続的で自律的な住環境形

成を実現する。このことは、質を維持したままでの次世代への住まい

の継承を可能にし、空き家問題の緩和を促す一手法としても評価で

きる。また、非開放者と比べて自宅開放者には主体性と互助意識がよ

り強いことから、自治組織として を行い、 や 等の自宅開放

を支える体制やしくみを構築して開放者を増やすことで、組織活動

だけでなく個人生活の充実を実現させると考える。
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注 

注 アンケートの項目に対する５段階評価（「５．非常にそう思う」「４．少

しそう思う」「３．どちらでもない」「２．あまりそう思わない」「１．全

く思わない」）の平均値。
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